




・CSRの考え方 
・誠実な企業活動 
・環境との調和 
・人間尊重 
・社会との調和 

・経営方針 
・経営成績 
・財政状態 

・環境経営の考え方 
・製品に関する取り組み 
・事業所に関する取り組み 
・環境経営の基盤 
・環境社会貢献／環境コミュニケーション 

●環境経営報告書 

●社会的責任経営報告書 

●アニュアル・レポート＊ 

＊ 印刷物としての発行は英語版のみです。 
ホームページ上では日本語版も掲載しています。 
（http://www.ricoh.co.jp/IR/financial_data/annual_report/） 
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編集方針 

対象読者／情報開示方針／目次 

世界一の環境経営を目指して 

報告書の構成と環境経営の全体像 

 

環境経営の考え方 

私たちの目指す姿（Three P’s Balance） 

循環型社会実現のためのコンセプト（コメットサークル） 

2010年長期環境目標と環境経営の推進 

2005年度からの環境行動計画 

2004年度までの環境行動計画とその成果 

 

製品に関する取り組み 

製品開発の考え方 

省エネルギー・温暖化防止 

省資源・リサイクル 

汚染予防 

　FOCUS（仕入先企業と進める化学物質管理） 

 

事業所に関する取り組み 

省エネルギー・温暖化防止 

省資源・リサイクル 

　FOCUS（海外生産拠点のごみゼロ活動） 

汚染予防 

 

環境経営の基盤 

環境マネジメントシステム 

環境経営情報システム 

エコバランス（環境負荷の把握と目標設定） 

環境会計 

グリーンパートナーシップ 

　FOCUS（販売会社の環境経営モデル構築） 

環境教育／環境啓発 

環境社会貢献 

　FOCUS（環境ボランティアリーダー養成プログラム） 

環境コミュニケーション 

 

 

資 料 

報告期間・報告範囲 

創業の精神・環境綱領・経営理念・環境報告原則 

報告組織の概要 

主な事業内容 

サイト別データ 

リコーグループの環境保全活動の歩み 

「リコーグループ環境経営報告書2004」のアンケート結果 

ワード別INDEX 

第三者検証 

 

2リコーグループ環境経営報告書2005

●対象読者 

リコーグループの環境経営に関する、現在および将来的な

ステークホルダーの方々を対象読者として編集しました。

読者の関心の高い活動については、「FOCUS」のページを

設け、効果的なコミュニケーションを心がけました。 

 

●情報開示方針 

グローバルな情報開示 

環境問題は国境を超えた問題であり、事業や環境社会貢献

活動を行う各国や地域での、地元に密着した活動が重要です。

そのため当報告書では、グローバルなパートナーシップに

基づく環境経営活動を報告しています。 

 

経済的側面に関する情報開示 

リコーグループでは、経営の全ての分野に「環境」の視点を

取り入れて、環境経営を実現するための改善を図っています。

そのため、各部門やグループ全体の活動による環境保全効

果と経済効果を把握し、「環境会計」による情報開示を行っ

ています。 









FOCUS 01
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FOCUS 04
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LCA設計プロセス 
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1

リコーグループCO2削減目標（排出総量） 

1

リコーグループ（生産）CO2以外の 
温室効果ガス削減目標（排出総量） 

（年度） 
1990 2000 2010
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動脈物流・静脈物流を一体化した循環型ロジスティクス（日本） 

動脈物流 
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事業所の化学物質管理システム 





 

 

 

 



P

A

C

C

C

P

P
D

D

D



■ 
・省エネ、リサイクル、新エネルギーなどの環境技術開発 

■  

・部品の点数削減・共通化・長寿命化　・環境影響化学物質の使用制限 

・省エネ・リサイクル対応設計、両面コピー性能の向上 

■ 
・環境負荷の少ない材料・部品の調達 

・仕入先企業のEMS、CMS（化学物質管理システム）構築支援 

■ 
・生産設備のコンパクト化　・歩留り、稼働率の向上 

・省資源・リサイクル活動　 ・環境影響化学物質の削減 

■ 
・工場からお客様への直送納品　・循環型エコ包装の開発・運用 

・モーダルシフトなど輸送の環境負荷削減 

■ 
・環境負荷の少ない商品・システム提案　・オフィスの環境保全 

・お客様との環境コミュニケーション 

■ 
・お客様の環境改善への貢献 

・使用済み交換パーツのリサイクル 

■ 
・リサイクル情報システムの展開　・回収台数、回収品質の向上 

・再資源化率の向上　・リサイクル対応設計へのフィードバック 

 

中期戦略 
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環境経営指標 結　果 算出式 

リコーグループの環境経営指標（2004年度） 
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製品での環境負荷削減量 

CO2 

NOx 

SOx 

廃棄物最終処分量 

9,969.1（ｔ） 

8.2（ｔ） 

6.5（ｔ） 

33,096.0（ｔ） 

事業所での環境負荷削減量 

………………… 

……………………… 

……………………… 

… 

集計範囲は国内のみ 

（リコー基準にて 
各物質毎に換算） 

（リコー基準にて 
各物質毎に換算） 

対象範囲 

… 



リコーグループのグリーンパートナーシップ 
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環境教育 

環境教育体系 

EMS 個別プログラム 専門技術研修 自己啓発コース 認定資格制度 情報発信 研修プログラム イベント 導入教育 社内検定 





森林生態系保全プロジェクト 
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17.5%
Minimum
SA-COC-1210
FSC Trademark© 1996 Forest Stewardship Council A.C.

この環境経営報告書に使用している紙は、すべての繊維原料の50

％以上は古紙で、すべての繊維原料の17.5％以上は、適切に管理さ

れた森林から切り出されたものです。適切に管理された森林とは、

FSCの規定に従い、独立した機関により認証された森林をさします。 

9902K- 0512<34281002>15/1




